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タイ 

 

 
 

面積 51 万 4,000km2 

人口 6160 万人（2002 年） 

首都 バンコク 

人種 大多数がタイ族。その他、華僑、マレー族、山岳少数民族等。 

言語 タイ語 

通貨 バーツ 

宗教 仏教 95％（他教徒はいずれも少ない） 

元首 プーミポン・アドゥンヤデート国王（ラーマ 9 世王） 

（1946 年 6 月即位、在位 55 年） 

4.政府 首相 タクシン・シナワット 

 
（略史） 
タイ族は、中国南西部から南下。王国の基礎は 13世紀のスコータイ王朝より築かれ、そ
の後アユタヤ王朝（14～18 世紀）、トンブリー王朝（1767～1782）を経て、現在のチャッ
クリー王朝（1782～）に至る。1932年立憲革命。 
 

６．タイの動向 



アジアの経済  マネジメント学部 山澤成康 

 

                     2             作成日 2005/04/11 
 

タイの経済指標 

 

2002 年 人口 経済規模

（名目

GDP） 

一人当た

り 

名目GDP 

経済 

成長率 

国内 

貯蓄率 

輸出／ 

ＧＤＰ比 

農業 

の規模 

乳児 

死亡率 

  

（億人） 
（日本＝

100） 

（日本＝

100） 

（1990～

2002 年

平均、 

％） 

（％） （％） （GDP比） 
（1000 人

当たり） 

アメリカ 2.884 260.0 115.9 2.9 14.6 9.8 1.6 7.0 

日本 1.272 100.0 100.0 1.3 27.7 11.1 1.4 3.0 

韓国 0.476 11.9 32.1 5.9 27.3 40.0 4.0 5.0 

台湾 0.225 7.1 39.9 5.4 25.2 53.8 1.9 5.4 

香港 0.068 4.0 75.9 4.0 32.8 150.8 0.1 2.4 

シンガポール 0.042 2.2 66.4 6.3 42.1 168.1 0.1 3.0 

タイ         

マレーシア 0.243 2.4 12.3 6.2 32.2 114.1 9.0 8.0 

フィリピン 0.799 2.0 3.1 3.2 26.1 48.9 14.7 28.0 

インドネシア 2.117 4.3 2.5 4.1 17.3 35.4 17.5 32.0 

中国 12.845 31.7 3.2 9.7 39.4 28.9 15.4 30.0 

ヴェトナム 0.804 0.9 1.3 7.5 33.6 55.5 23.0 20.0 
（注）経済成長率は、自国通貨建て実質ＧＤＰの平均伸び率。 

 
経済指標の動き 

・実質ＧＤＰ成長率   80年代後半に成長率が上がったのはなぜか？ 

・対ドルバーツレート  97年には何が起こったのか？ 

・失業率 
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タイの実質ＧＤＰ成長率
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対ドルバーツレート
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失業率
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タイ人の社会経済学～７つのポイント 

平成 14年 6月 25日 
原 啓 

１．タイ語に支えられる社会 
声調：タイ語（５声）・中国語（４声）・日本語（１声）―よりソフト（音楽的女性的） 
同じ声調が正反対の意味：クライ（近いと遠い）、スワイ（美しいと醜い）など 
おしゃべり好き・女性中心社会：自己主張よりは他人の意見を良く聞く事の重要さ（切

れたら負け） 
２．食文化に支えられる社会 

世界でも珍しい食料自給国：米・野菜・果物・薬草など―豊かな食材 
世界を席巻するタイ料理―東京にタイ料理レストランはいくつ？～世界に通用する食

文化：それを食するタイ人の国際性（何でも飲み込め・民族同化・非排他的） 
３．マイ・ペン・ライの社会 

マイ・ペン・ライ―どのようにしてこの言葉の意味を理解するか？（タイ人の仏教観） 
高価な皿を割った女中が言った「マイ・ペン・ライ」 
「マイ・ペン・ライ」＝その時々の状況に甘んじる：人生輪廻、怒るな・時を待て 

４．ノー・ブランド志向の経済 
「ブランド」って何？何のため？―良いものは自分で判断すべき（柔軟な発想） 
ブランドよりインターナショナル・スタンダードが重要―大学でも ISO9002看板 
豪華ホテルのような病院：最高水準の医療技術と快適な入院生活（日本はどう？） 

５．信じるものは自分だけの経済 
高級レストランでも皿を拭く習慣：人を信じて問題を生じたら、それは自分の責任 
信じるもの：自分―家族・親兄弟―使用人～タクシン首相の資産疑惑問題 
信じてはいけないもの―権力と政府 
結婚しても会社を辞めず：典型的共働き社会＝女性の自立＋財布は女性 

６．教育の経済 
高学歴＝高収入～修士・博士取得へのこだわり＋英語への熱意 
国会議員の被選挙資格：大学卒業以上、憲法で保障された義務教育：高校まで 
とにかく勉強する大学生そして社会人―いずれは博士号を（グローバルからローカル） 

７．多様な選択肢のある経済 
おいしいラーメン：30円～3000円、散髪代：150円～6000円 
バス代 10円、高架鉄道 45円、タクシー90円（初乗り） 
収入に応じた生活可能：ローコストエコノミーがベース、でもサービスに遜色なし 
人生もリセット可能―仏門への道 


